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【年通号数】公開・登録公報2008-024
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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  67/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/32     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/521    (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  67/04    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/32    ＺＢＰ　
   Ｃ０８Ｋ   5/521   　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/16    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年11月30日(2009.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリ乳酸（Ａ）とポリ乳酸系ブロック共重合体（Ｂ）を含有してなる樹脂組成物であっ
て、
　前記樹脂組成物が、前記ポリ乳酸系ブロック共重合体（Ｂ）を１５～６０重量％含有し
、
　かつ、明細書にて定義される方法により測定される該樹脂組成物の酸価が６０［当量／
ｔ］以下であり、かつ、ＪＩＳ－Ｋ７２１０に準拠して測定されるメルトボリュームフロ
ーレート（ＭＶＲ）が１０［ｃｍ３／１０ｍｉｎ］以下であることを特徴とするポリ乳酸
系樹脂組成物。
【請求項２】
　前記ポリ乳酸系ブロック共重合体（Ｂ）が、分子量１５００以上のポリ乳酸セグメント
を有したポリアルキレンエーテルとのブロック共重合体であることを特徴とする請求項１
記載のポリ乳酸系樹脂組成物。
【請求項３】
前記ポリ乳酸系ブロック共重合体（Ｂ）が、触媒活性低減剤として、リン系酸性化合物を
含有しているものである請求項１又は２のいずれかに記載のポリ乳酸系樹脂組成物。
【請求項４】
前記ポリ乳酸系樹脂組成物が、リン原子を７０ｐｐｍ～３５０ｐｐｍの範囲で含有するも
のである請求項３に記載のポリ乳酸系樹脂組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１４】
　本発明は、上記課題を解決するために、次のような手段を採用するものである。すなわ
ち、本発明のポリ乳酸系組成物は、ポリ乳酸（Ａ）とポリ乳酸系ブロック共重合体（Ｂ）
を含有してなる樹脂組成物であって、前記樹脂組成物が、前記ポリ乳酸系ブロック共重合
体（Ｂ）を１５～６０重量％含有し、かつ、後述する方法により測定される該樹脂組成物
の酸価が６０［当量／ｔ］以下であり、かつ、後述する方法により測定されるメルトボリ
ュームフローレート（ＭＶＲ）が１０［ｃｍ３／１０ｍｉｎ］以下であることを特徴とす
るものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　該ペレットを用いて、上吹きインフレーション製膜を行ったところ製膜性は良好であり
、得られたフィルムの経時安定性も良好であった。
〔比較例３〕
Ｌ－ラクチドとポリエチレングリコール（分子量１００００）に触媒を用いて、ブロック
共重合体（Ｂ）を合成した。合成終了後、触媒失活剤として、リン酸を０．１５重量％添
加し、攪拌したのち、脱揮によりモノマー（ラクチド）を除去した。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
【表１】
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